
小郡市伝統文化活性化事業
【計画の改善時期】

平成 年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

福岡県小郡市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

小郡市教育委員会文化財課が、本実施計画に係る全体の企画・調整・指導などを行う。また、補助事業は次の団
体が行う。

団 体 名：伝統文化実行委員会（委員長：磯部冨士夫）
構成団体：特定非営利活動法人 小郡市の歴史を守る会、小郡市古賀区こども囲碁教室、

小郡祇園太鼓保存育成会、小郡市伝統文化和装礼法親子教室

※平成24年度は小郡市教育委員会が別事業として、平成25・26年度は小郡市伝統文化活性化実行委員会が本事業と
して実施していたものを、平成27年度より伝統文化実行委員会が引き継ぎ、特定非営利活動法人 小郡市の歴史を守
る会が中心となって実施している。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第５次小郡市総合振興計画（平成23年策定）や小郡市教育大綱（平成28年策定）を踏まえ、地域の伝統文化を活
性化し、文化遺産を次世代へ継承することを目的とする事業。うち、文化遺産に関する内容は以下のとおり。
「第２次小郡市文化財行政基本構想」（平成23年策定）の理念『ふるさとの歴史と文化を活かしたまちづくりを

目指して』に基づき、市内の多種多様な文化遺産を次世代に継承・発展させるため、まず市内全域の文化遺産悉皆
調査を実施し、その成果を官民協働の新しいまちづくりに活かすことを目的とする。
事業は、第一段階として平成24年度より平成29年度までの６年計画で市内文化遺産の悉皆調査を実施し、第二段

階として平成30年度より平成33年度までの４年計画でその成果を活かした普及啓発事業を実施する。なお、当初は
悉皆調査の実施及び調査報告書の作成が中心の事業として実施していたが、計画を再検討し、悉皆調査等で得た成
果を市民に還元すべく、第二段階として普及啓発事業を設けた。
平成24年度から平成29年度までの主な事業の内容は、市内の文化遺産悉皆調査が中心で、各年度に地域毎の報告

書や対象地区全戸配布用のリーフレットを作成した。平成30年度以降は、悉皆調査の成果を活かした文化遺産巡り
ハイキングの実施、テーマ毎の一般向けパンフレットの作成、外部講師を招いた講演会や各地域の文化祭等での展
示会を実施している。

地域文化遺産活性化

平成 24 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

当事業では、まず地域の文化遺産の現状を把握するための悉皆調査を実施し、その中で再発見された貴重な文化
財に関しては、“小郡地域遺産”として地域とともに活用と保存の方策を検討する。足元の貴重な文化遺産の存在
を再認識することにより、市民の郷土に対する愛着は増し、市が進める協働のまちづくりに活かすことができる。

当事業により実施した悉皆調査の成果を含んだ「小郡市歴史文化基本構想」を、平成29年度から平成31年度の３
か年計画で策定中である。

地方公共団体
担当部局課

小郡市教育委員会文化財課文化財係

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 42,697 千円 平成31年度申請額： 3,600 千円

様式１－１



70.0 ％平成 33 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 26 年度 【目標値】65.7 ％

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
歴史・文化の保全・活用に対する市民アンケートの満
足度

関連事業: ①②③④

平成30年度より普及啓発に重点を置く事業を実施するため、通常より大きな上昇率を設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33

設定根拠１：

平成28年度未実施 平成29年度未実施 平成30年度未実施

年度

％ ％ ％ ％ ％ ％

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 地域主催の文化遺産巡りの回数 関連事業: ④

平成 33 年度 4 回

設定根拠２： 事業の周知により関心が高まっており、地域が主体的に活動を行うことも想定される

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 27 年度 2 回 ⇒ 【目標値】

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

回 回

0% 50% 50%

2 回 3 回 3 回 回

目標区分３： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分３： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 薩摩街道松崎宿（旅籠油屋）を訪れる人の数 関連事業: ⑤

平成 33 年度 1,200 人

設定根拠３： 歴史的雰囲気を良く残す松崎宿は、市内でも中心的に普及啓発活動を行うため

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 27 年度 1,213 人 ⇒ 【目標値】

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

人 人

3362% 3262% -946%

776 人 789 人 1,336 人 人

目標区分４： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分４： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： ＮＰО法人小郡市の歴史を守る会の正会員数 関連事業: ⑥

平成 33 年度 60 人

設定根拠４： 市内全域で普及活動を発展させるには、組織の拡充が不可欠であるため。

進捗状況４： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 27 年度 53 人 ⇒ 【目標値】

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

人 人

-29% -14% 14%

51 人 52 人 54 人 人

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 地域主催で協働して行うハイキングの件数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
平成24～29年度の文化遺産悉皆調査成果を地域に提供し、文化遺産巡りハイキングなどを実施
する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 24 年度

【現状値】 平成 28 年度 6 件 【目標値】 平成

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

件

0% -150% -100%

件 件 件6 件 3 件 4

事業②：

33 年度 8 件

32 年度 平成 33 年度30 年度 平成 31 年度 平成

小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成

⇒

平成24～28年度に実施した文化遺産悉皆調査成果を基に、平成29年度に全体報告書を作成し
た。平成30年度以降は、地域の祭事などの追加調査を実施している。

評価指標区分： （リストから選択してください。） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 追加調査に伴う聞き取り対象者の人数

目標値： 【現状値】 平成 27 年度 45 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 20 人

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

平成 31 年度 平成

72 人 52 人 25 人 人 人 人

-108% -28% 80%

事業③： 小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要： 平成24～29年度の文化遺産悉皆調査成果を基にした講演会を開催する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： 開催する講演会への参加者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 46 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 60 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

46 人 34 人 60 人 人 人 人

0% -86% 100%

様式１－１別紙②



事業④： 小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要： 平成24～29年度の文化遺産悉皆調査成果を基に、地域の施設で展示会を開催する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： 市内の各校区公民館や各区の文化祭等での展示会の回数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 1 回 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 3 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 28 年度 平成

1 回 1 回 1 回 回 回 回

0% 0% 0%

2 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 28 年度 平成

29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成

事業⑤： 小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

回 回

0% 0% 0%

事業概要：
平成30～30年度事業の中心の一つとして松崎宿の活用に取り組み、その普及のためのイベント
（まち歩きなど）を開催する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： 松崎宿で開催する文化遺産を活かしたイベントの実施回数（自主事業）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 回 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成

事業⑥： 小郡市内文化遺産再発見事業 実施団体： 伝統文化実行委員会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

0 回 0 回 0 回 回

事業概要：
事業の発展のため、伝統文化実行委員会の主要構成員であるＮＰＯ法人小郡市の歴史を守る会
の体制の維持強化を図る。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： NPO法人小郡市の歴史を守る会の会員数の維持

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 51 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 60 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 28 年度 平成

51 人 52 人 54 人 人 人 人

0% 11% 33%

29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成


